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人口と世帯数

丑1．16
11月1日現在（）内は前月比

@人□126,851人（十43）
男/63,410人女/63,441人

C世帯数44,898世帯(+34)
我孫子市役所秘書宝広報広聴課
〒270-11我孫子市我孫子185BsO471(85)1111

一一
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平成8年度一般会計決算(表1）

厳しい市の台所事情
歳 出歳入

|区分収入済額
市税185If6491万円

地方譲与税7億8573万円

利子割交付金2IX6850万円

地方交付税6億2826万円

分担金･負担金4億8746万円

使用料･手数料4億4605万円

国・県支出金24Im6340万円

繰入金2億3849万円

操越金9億7545万円

市償28"5550万円

その他7億6834万円

合計284W8209万円

対前年度比

5.3％

－2．1％

対前年度比

1.2％

5.7％

-40.9％

113.7％

分
一
費
一
費

支出済額

3If9250万円

49億6624万円

52億3266万円

30f9104万円

3Ig7312万円

2億9820万円

56億2921万円

区
議
一
総

会
一
務

市債現在高は2W億円に
利子割交付金 民生賛 87％

衛生賛

農林水産業費

商工費

－121％

0.5％ －1．0％
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7.6％
平
成
８
年
度
の
一
般
会
計
決
算

は
、
歳
入
が
２
８
４
億
８
２
０
９

万
円
、
歳
出
が
２
７
３
億
７
９
８

３
万
円
で
、
歳
入
紬
か
ら
歳
出
額

と
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源

３
徳
７
７
２
１
万
円
を
差
し
引
い

た
収
支
（
実
質
収
支
）
は
、
７
億

２
５
０
５
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

（
表
１
参
照
）

な
お
、
７
年
度
決
算
の
実
質
収

平
成
８
年
度
決
算

平
成
９
年
度
上
半
期

平
成
８
年
度
決
算

市
の
財
政
状
況
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
が

納
め
た
大
切
な
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
が
、
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は

財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
回
は
、
平
成
８
年

度
決
算
と
９
年
度
上
半
期
の
予
算
執
行
状
況
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
Ⅱ
財
政
課
Ⅱ

一
般
会
計

土木費 5.9％

消防費 14139664万円 8.0％

教育費 33億4859万円 0.9%

I市債 公債費 25億5163万円 5.0％

7億6834万円

へ
ロ 計 273億7983万円 1.8％

支
は
５
億
８
３
８
７
万
円
で
し
た
。

実
質
収
支
が
前
年
度
よ
り
噛
加

し
た
理
由
は
、
歳
入
が
前
年
度
よ

り
６
億
２
３
１
４
万
円
ほ
ど
多
か

っ
た
こ
と
、
ま
た
、
民
生
萱
・
土

木
費
で
７
億
３
３
９
４
万
円
の
支

出
の
伸
び
が
あ
っ
た
も
の
の
、
術

生
饗
・
総
務
費
で
５
億
３
４
１
４

万
円
の
支
出
減
が
あ
り
、
支
出
の

伸
び
が
歳
入
の
伸
び
に
比
べ
て
少

な
か
っ
た
た
め
で
す
。

８
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事
業

は
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
古
利

根
沼
水
質
浄
化
対
策
事
業
、
ゴ
ミ

焼
却
施
設
改
造
事
業
、
北
部
地
区

平成9年3月31日現在
人口126．261人で倉算出市 民の負担状 況 一

一
人
に
使
わ
れ
た
経
費

｜
人
が
負
担
し
た
金
額’ 鋤

216,851円 147,036円

９
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
前
年
度
比
１
．
６
％
増
の
２

８
６
億
円
で
し
た
が
、
９
月
定
例

市
議
会
で
４
億
３
９
６
０
万
円
の

▼表5平成9年度一般会計収支状況(上半期） ▼表2主な基金の8年度末現在の残高 雨
水
排
水
対
策
率
業
、
市
営
住
宅

建
設
事
業
、
布
佐
中
学
校
給
食
施

設
設
備
整
備
事
業
な
ど
で
す
。

市
が
所
有
す
る
財
産
は
、
８
年

度
末
現
在
、
次
の
と
お
り
で
す
。

市
の
財
産
・
基
金

平
成
９
年
度
上
半
期
（
４
月
か
ら
９
月
ま
で
）

’
区 分

市税

嬢總繍
地方交付税

分担金･負担金

使用料･手数料

国・県支出金

繰 入 金

入繰越金
市償

｜その他
，｜合計

予算額

194億1564万円

4億3800万円

4億円

16億5862万円

4億9575万円

4億9579万円

21億4324万円

8940万円

7{X2505万円

21億4195万円

10億3616万円

290億3960万円

収入済額

93億4666万円

2億5176万円

8059万円

8億8198万円

2億1875万円

2億2888万円

3億9265万円

0円

7億2505万円

0円

2億1637万円

123億4269万円

財政調整基金･”

緑の基金･”

減償基金･“

成田線複線化
整備基金

国際交流基金･“
■■■■■■■■■■

13Im100万円;社会福祉事業韮金

2Im1800万円;市庁舎増築基金

2I#2100万円楠掃工場建設進金‘

‘00‘万円鵡;鰯＃
4100万円§スポーツ振興錐金

4Im3500万円

2隙5700万円

llm7000万円

9000万円

5800万円

1

I
態

補
正
を
行
い
、
２
９
０
億
３
９
６

０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

禰
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
歳

入
で
は
地
方
交
付
税
（
ｍ
億
２
８

争
土
地
：
．
”
万
２
０
４
６
，

条
建
物
…
廻
万
３
０
８
５
，

条
基
金
・
・
・
詔
億
８
８
１
万
円

糸
有
価
証
券
及
び
出
資
・
・
血
億
７

３
５
万
円

基
金
は
特
定
の
目
的
の
た
め
に

黄
金
を
被
み
立
て
、
ま
た
は
定
額

の
資
金
を
運
用
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
（
表
２
参
照
）

市
債
現
在
高
と
債
務

負
担
行
為
未
払
い
残
高

市
俄
は
、
公
共
施
設
の
整
備
や

公
共
用
地
取
得
な
ど
の
費
用
に
あ

て
る
た
め
に
、
借
り
入
れ
る
借
金

で
、
そ
の
返
済
が
数
年
に
わ
た
る

も
の
を
い
い
ま
す
。

憤
務
負
担
行
為
は
、
エ
期
が
数

年
に
わ
た
る
工
事
の
一
括
契
約
や

土
地
等
の
分
割
職
入
の
よ
う
な
次

年
度
以
降
の
支
払
い
の
約
束
で
す
。

な
か
で
も
市
憧
は
増
加
傾
向
に

1

支出済額

1億9421万円

26億5146万円

30億円

11億166万円

1億836万円

2億1874万円

18億2619万円

6億5744万円

15億9790万円

12億9669万円

126億5265万円

i議会灘
区 分

歳鴬懲
衛生 費

農林水産業賀

商工費

土木費

消防 費

出教育溌
公債費

子備 費

合計

予算額

4億349万円

57億122万円

58億2628万円

26億8901万円

3億7464万円

2億9749万円

59{g2199万円

13億9169万円

35億6616万円

27億3985万円

1億2778万円

290億3960万円

池
蕊
ず

０
０
万
円
増
）
、
繰
越
金
（
２
億

２
５
０
０
万
円
増
）
な
ど
で
、
歳

出
で
は
自
治
会
集
会
所
整
備
事
業

等
補
助
金
、
幹
線
排
水
路
整
備
事

業
、
中
学
校
給
食
施
設
設
備
整
備

事
業
な
ど
が
増
額
、
追
加
ざ
れ
ま

あ
り
、
将
来
の
負
担
を
考
え
る
と
、

慎
重
な
査
金
計
画
と
財
政
運
営
が

必
要
で
す
。

支
払
い
は
歳
出
の
公
俄
徴
か
ら

支
出
き
れ
、
８
年
度
末
現
在
高
は

次
の
と
お
り
で
す
。

市
債
現
在
高
（
元
金
）
…
２
１
７

億
７
７
２
８
万
円
（
市
民
一
人
当

た
り
刀
万
２
４
７
８
円
）

憤
務
負
担
行
為
未
払
い
残
高
（
元

利
金
）
・
・
密
億
９
０
５
６
万
円

▼表3平成8年度特別会計決算

歳出区 分 歳入

国民健康

保険事業
49億2497万円501f9901万円

土地区画

整理事業
3億5923万円8億540万円

|函%｡
【'

公共下水

道事業
34億9487万円 33億9794万円

▼表6平成9年度特別会計収支状況(上半期） し
た
。
上
半
期
の
収
支
状
況
は
表

５
．
６
の
と
お
り
で
す
。

９
月
末
現
在
の
給
水
人
口
は
、

皿
万
９
２
０
３
人
で
普
及
率
は
鮨

水
道
事
業
会
計

８
年
度
の
給
水
人
口
は
ｎ
万
８

７
１
７
人
、
給
水
量
は
１
３
７
２

万
派
に
な
り
ま
し
た
。

事
業
運
営
に
係
わ
る
収
支
は
、

水
道
使
用
料
金
を
改
定
し
た
こ
と

（
市
民
一
人
当
た
り
３
万
７
９
４

２
円
）特

別
会
計

特
別
会
計
は
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
に
、
一
般
会
計
と
特
に
区

別
し
て
経
理
す
る
必
要
が
あ
る
場

合
に
設
置
で
き
、
８
年
度
は
６
つ

の
事
業
を
特
別
会
計
で
行
っ
て
い

ま
す
。
（
表
３
参
照
）

水
道
事
業
会
計

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

手賀沼

浄化事業
llX3817万円 llW3385万円

老人保健 55億5124万円 54億9868万円

公共用地

取得事業
499万円 499万円

●

▼表7平成9年度水道事業会計収支状況(上半期） ８
％
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
主
な
工

事
は
、
配
水
管
布
設
替
・
配
水
管

布
設
・
浄
化
ポ
ン
プ
改
良
な
ど
で
、

上
半
期
の
収
支
状
況
は
表
７
の
と

お
り
で
す
。

経
常
的
経
識
の
節
減
や
借
入
金
の

支
払
利
息
減
少
な
ど
に
よ
り
、
収

支
は
３
６
０
７
万
円
（
税
込
み
）

の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

施
設
の
建
設
に
係
わ
る
収
支
は
、

負
担
金
収
入
の
減
少
や
企
業
侭
の

借
り
入
れ
を
控
え
た
こ
と
、
久
寺

家
浄
水
場
の
非
常
用
発
電
機
設
備

設
置
や
老
朽
配
水
管
の
布
設
替
な

ど
を
行
っ
た
結
果
、
７
億
７
８
８

３
万
円
の
不
足
を
生
じ
ま
し
た
が
、

過
年
度
分
の
補
て
ん
財
源
で
補
て

ん
し
ま
し
た
。
（
表
４
参
照
）

▼表4平成8年度水道事業会計決算

I
’ ’

サイクル社会の実現をめさ してリ

区分

国民健康保険事業

土地区画整醗礫

公共下水道事業

手貿沼浄化事業

老人保 健

公共用地取綱礫

予算額

53億700万円

5億3200万円

35億2000万円

1億3500万円

66億5906万円

5億800万円

収入済額

22億928万円

4億4694万円

9億1857万円

5032万円

25億9969万円

957万円

支出済額

20億7777万円

1631万円

8億4973万円

1750万円

24億8956万円

957万円

一_~＝

区 分
－

事業運営に

係わる収支

水道施設の
蕊に係わる

資本的収支

水道事業収益

水趣藻簡用

涜本的収入

涜本的支出

予算額

29億9383万円

29億9210万円

2億4400万円

11億1809万円

執行済額

14徳5171万円

13億6311万円

1億814万円

3億3457万円

区分

事業運営
に係わる
収支

区分

ホ鋤設の建
設に係わる資
本的収支

水道事業収益

27徳4443万円

収入

2億7207万円

水道事業関用

27億836万円

支出

10億5090万円

差し引き

3607万円

差し引き

-7億7883万円
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’
ち
な
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
を
布
佐
訪
れ
て
、
印
象
深
い
作
品
を
残
し
▼
定
員
訓
人
（
先
着
順
）

地
区
で
開
催
し
ま
す
。
た
と
こ
ろ
で
す
。
▼
参
加
査
無
料

今
回
は
、
利
根
川
の
水
運
で
栄
市
内
で
利
根
川
を
一
番
身
近
に
▼
申
し
込
み
電
話
で
都
市
計
画

え
た
布
佐
周
辺
を
訪
ね
ま
す
。
感
じ
る
布
佐
の
景
観
を
、
文
学
作
課
景
観
推
進
係
云
（
理
１
１
１
１

布
佐
は
、
江
戸
時
代
に
は
松
尾
品
と
対
比
し
な
が
ら
、
秋
の
ひ
と
内
線
５
７
７
へ

芭
蕉
や
渡
辺
塞
山
が
、
明
治
・
大
と
き
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
◎
察
観
カ
ル
テ
調
査
団
に
ご
協
力

平
成
９
年
度
第
２
回
目
の
「
ま
正
で
は
島
崎
藤
村
や
田
山
花
袋
が
館
布
佐
分
館

布
佐
地
区
ま
ち
な
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

に 利
根
川
を

＝●

ｰ

参
－

番
身
近
に
感
じ

▼
日
時
・
場
所
ｎ
月
”
日
（
土
）
く
だ
さ
い

午
前
９
時
訓
分
ビ
ッ
グ
布
佐
店
前
市
内
の
景
観
を
診
断
す
る
た
め
、

集
合
、
正
午
市
民
図
書
館
布
佐
分
市
民
参
加
の
も
と
に
景
観
カ
ル
テ

館
解
散
予
定
（
小
雨
決
行
）
調
査
団
が
ま
ち
な
み
を
調
査
し
て

▼
コ
ー
ス
下
利
根
川
遠
望
↓
布
い
ま
す
。

佐
観
音
堂
・
布
佐
河
岸
問
屋
・
松
皆
さ
ん
、
調
査
団
に
ご
協
力
を

岡
（
柳
田
國
男
）
兄
弟
邸
・
岡
田
お
願
い
し
ま
す
。

武
松
邸
跡
↓
竹
内
神
社
・
宮
ノ
森
圏
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課

力Ⅱ

く
だ
ざ

▼
資
格
県
内
在
住
の
釦
歳
以
上
▼
入
学
案
内
の
配
布
場
所
県
生

の
方
（
昭
和
週
年
４
月
１
日
以
前
涯
大
学
校
事
務
局
、
県
庁
高
齢
者

生
ま
む
で
、
学
習
の
成
果
を
地
福
祉
課
県
各
支
庁
社
会
福
祉
課
、

域
活
動
で
役
立
て
る
な
ど
、
社
会
市
高
齢
者
福
祉
課

参
加
に
意
欲
の
あ
る
方
※
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
返

▼
定
員
＊
一
般
課
程
（
福
祉
科
．
信
用
封
筒
（
角
２
サ
イ
ズ
、
宛
先

生
活
科
・
園
芸
科
・
陶
芸
科
）
・
・
・
を
明
記
、
１
９
０
円
切
手
貼
付
）

計
１
０
８
０
人
＊
通
信
課
程
を
同
封
の
う
え
、
県
生
涯
大
学
校

（
福
祉
生
活
科
）
…
計
５
０
０
人
事
務
局
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
入
学
金
。
授
業
料
無
料
（
実
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
ｕ

習
の
教
材
費
、
通
信
課
程
の
テ
キ
月
加
日
（
木
）
か
ら
平
成
加
年
１
月

豊
か
な
高
齢
期
を
願
っ
て
「
生
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
「
高
齢
期
を
楽
し
く
生
き
る
知
恵
」

ふ
く
た
叶
呂
み
こ

き
が
い
」
「
仕
事
お
こ
し
」
「
福
さ
い
。
講
師
…
福
武
公
子
（
弁
謹
士
）

日
（
木
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す

い

’
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
、
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
公
営
住
宅
法
の
改
正
に

伴
い
、
入
居
条
件
が
少
し
変
わ
り

ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
内
容
下
表
の
と
お
り

▼
入
居
資
格

①
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

③
税
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

④
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
方
罰

歳
以
上
の
単
身
者
は
２
Ｄ
Ｋ
の
み

入
居
可
能
）

⑤
母
子
住
宅
は
、
加
歳
未
満
の
子

を
扶
養
し
て
い
る
方

▼
所
得
基
準
（
平
均
月
額
）

◎
一
般
世
帯
・
・
加
万
円
以
下

◎
高
齢
者
（
釦
歳
以
上
）
の
み
の

県
選
挙
管
理
委
員
会
、
県
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
政
治

や
選
挙
に
つ
い
て
県
民
の
皆
さ
ん

に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
と
お
り
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
哩
月
５
日
（
金
）
午
後
１

時
釦
分
か
ら
４
時
（
参
加
費
無
料
）

▼
場
所
県
東
蔑
飾
合
同
庁
舎

（
Ｊ
Ｒ
松
戸
駅
よ
り
徒
歩
５
分
）

ふ
く
と
み
と
お
る

▼
講
演
①
福
富
達
（
日
本
テ
レ

ビ
解
説
委
員
）
「
政
治
の
現
状
と

雨
宮
僅
電
の
入
目
省
冨
畠

世
帯
・
障
害
者
の
い
る
世
帯
．
：
沁

万
８
０
０
０
円
以
下
（
高
齢
者
・

障
害
者
世
帯
は
、
施
設
建
設
課
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
き
い
・
）

▼
募
集
期
間
ｎ
月
”
日
（
月
）
か

ら
哩
月
９
日
（
火
）
ま
で

▼
申
込
配
布
場
所
ｎ
月
”
日

（
月
）
か
ら
施
設
建
設
課
、
各
支
所

お
よ
び
行
政
連
絡
所
で
配
布

▼
提
出
書
類

①
市
営
住
宅
入
居
申
込
醤

②
市
営
住
宅
入
居
調
書

③
入
居
者
全
員
の
住
民
票
（
外
国

人
の
場
合
は
、
外
国
人
登
録
済
証

明
書
）

④
入
居
者
全
員
の
所
得
を
証
明
す

る
書
類
（
学
生
の
場
合
、
学
生
証

の
写
し
）

ゆ
く
え
」
②
山
遊
亭
金
太
郎

（
落
語
家
）
「
落
語
か
ら
見
た
地

方
と
都
市
文
化
の
違
い
」

▼
定
員
１
５
０
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
、
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
へ
電
話
番
号
、
「
政

治
学
級
」
と
明
記
し
、
ｎ
月
皿
日

（
金
・
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
１

松
戸
市
小
根
本
７
県
東
葛
飾
支
庁

総
務
課
企
画
係
云
０
４
７
（
３
６

１
）
２
１
７
５
へ

〆◆÷

※
な
お
、
申
込
者
の
状
況
に
よ
り

各
種
証
明
書
等
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
入
居
可
能
日
＊
北
原
団
地
．
：

「
よ
み
が
え
る
手
蛮
沼
さ
わ

や
か
に
走
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
第
３
回
手
賀
沼
マ
ラ
ソ
ン
が

、
月
妬
日
（
日
）
、
柏
ふ
る
さ
と
公

園
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
と

▼市営住宅募集内容

手賀沼湖畔を

6217人が力走

賀沼ﾏﾗｿﾝ）手賀沼マラソン
勺

平
成
加
年
２
月
１
日
（
日
）

＊
北
原
団
地
以
外
・
・
・
・
平
成
加
年
４

月
１
日
（
水
）

※
落
選
者
は
１
年
間
、
ま
た
は
次

回
の
募
集
ま
で
、
今
回
応
募
し
た

住
宅
の
補
欠
者
と
し
て
登
録

▼
問
い
合
わ
せ
施
設
建
設
課
市

営
住
宅
係
云
（
妬
）
１
１
１
１

し
で
開
催
き
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
水
質
汚
濁
全
国
ワ
ー

ス
ト
ー
の
手
賀
沼
の
浄
化
と
再
生

へ
の
願
い
を
込
め
て
、
行
わ
れ
て

い
る
も
の
。
コ
ー
ス
は
、
手
黄
沼

西
側
型
．
０
９
７
５
キ
ロ
を
走
る

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で
、
午
前
、
時

の
号
砲
を
合
図
に
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
。
今
回
は
、
記
歳
の
最
高
齢
者

を
含
め
昨
年
よ
り
約
１
０
０
０
人

近
く
も
多
い
６
２
１
７
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
出
場
。

招
待
選
手
と
し
て
、
８
月
の
世

界
陸
上
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
見
事
金

メ
ダ
ル
に
輝
い
た
千
葉
県
出
身
の

鈴
木
博
美
選
手
を
は
じ
め
松
田
千

枝
選
手
な
ど
有
名
選
手
が
多
数
参

加
し
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
、
沿
道
に
詰

め
か
け
た
家
族
や
友
人
た
ち
か
ら

「
が
ん
ば
っ
て
」
の
熱
い
声
援
を

う
け
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
健
脚

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

な
お
、
参
加
費
の
一
部
は
、
啓

発
用
の
ぼ
り
旗
、
三
角
コ
ー
ナ
ー

用
水
切
り
ゴ
ミ
袋
な
ど
手
黄
沼
浄

化
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

日時：12月20日(土)午後2時開演
場所：市民プラザ

も
、
楽
し
い
ク
リ
ス
マ

ａ
ｎ
ｄ
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｃ
）
を
開

催
し
ま
す
。

師
走
の
午
後
の
ひ
と
と
き
を

ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
、
お
友

達
や
ご
夫
婦
で
素
敵
な
音
楽
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
狸
月
加
日
（
土
）
午
後

１
時
如
分
開
場
、
２
時
開
演

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

▼
出
演
者
。
演
奏
曲
目
＊
び

こ
う
ず
・
・
・
言
ン
ツ
ク
・
カ
ー
ペ

ッ
ト
・
ラ
イ
ド
＊
ダ
ミ
ー
＆

ザ
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
・
・
ア
イ
・
セ

イ
・
リ
ト
ル
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
ほ
か

▼
入
場
料
シ
ン
グ
ル
・
・
・
２
０

０
０
円
、
ペ
ア
…
３
５
０
０
円

▼
入
場
券
発
売
所
市
民
プ
ラ

ザ
、
平
蛮
書
店
、
エ
イ
ブ
ル
ひ

ス
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ら
が
、
荒
井
醤
店
、
ブ
ッ
ク
ス

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
大
人
を
対
ス
ズ
キ
、
レ
コ
ー
ド
あ
つ
ぶ
る
、

象
と
し
た
第
３
回
ク
リ
ス
マ
ス
市
民
会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
研
Ｔ
ｉ
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ

ｍ
ｅ
Ｓ
ｏ
ｆ
ｗ
ｉ
ｎ
ｅ
壷
（
配
）
２
１
１
１

凸巧 訂’

～

(''月は動物による危害防止対策強化月間）

犬や猫は愛情と責任

を持って飼いましょう

さ
ん
は
、
常
に
首
輪
や
鎖
の
点

検
、
施
錠
を
行
い
、
犬
が
逃
げ

出
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て

飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

犬
や
猫
な
ど
の
動
物
を
飼
う

と
き
は
愛
情
を
も
ち
、
他
人
に

迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
犬
や
猫
を
飼
え
な
く
な
っ
た

と
き
は
無
責
任
に
捨
て
ず
、
新

し
い
飼
い
主
を
探
し
ま
し
ょ
う

②
散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
は
飼
い

主
が
責
任
を
も
っ
て
必
ず
持
ち

ｎ
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害
帰
り
ま
し
ょ
う

防
止
対
策
強
化
月
間
」
で
す
。
③
公
園
の
砂
場
や
農
地
な
ど
へ

県
で
は
、
条
例
で
犬
を
つ
な
は
犬
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

お
り

い
で
飼
う
こ
と
、
ま
た
は
鑑
に
し
よ
う

い
れ
て
飼
う
こ
と
が
義
務
づ
け
▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ

ら
れ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
の
皆
Ｉ
壷
（
師
）
１
１
３
１

妊婦のための

歯科講麓会

初
妊
婦
の
方
を
対
象
に
、
妊
娠
た
い
歯
の
話ね

窪
む
ら
や
す
ぞ
う

中
の
歯
科
衛
生
や
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
▼
講
師
玉
村
泰
造
（
我
孫
子

を
丈
夫
な
歯
に
育
て
る
た
め
の
お
市
歯
科
医
師
会
）

話
を
し
ま
す
。
▼
定
員
加
入

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
▼
参
加
蜜
無
料

▼
日
時
ｎ
月
加
日
（
木
）
午
後
１
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

時
訓
分
か
ら
３
時

電
話
で
ｎ
月
四
日
（
水
）
ま
で
に

▼
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー
壷
（
師
）
１
１
３

▼
内
容
妊
娠
中
に
知
っ
て
お
き
１
へ

住宅名称

(団地）

栄

小幕

東我孫子A

東我孫子B

ね苫や

根古屋

北原

寮高齢者･隙智者世滞は､韮瀧額により家撒が変わる場合があ')ます°

住宅種別

一般住宅

3DK

母子住宅

3，K

一般住宅

3DK

一般住宅

3DK

一般住宅

3DK

一般住宅

2DK

3，K

募集

戸数

1

1

2

3

1

１
４

月額家賃

(月所倒により夏わります）

24,100円～66,000円

27,900円～46’300円

25,500円～45‘000円

23,900円～42,000円

19,800円～32,800円

22,700円～37,500円

29,8001リー50‘500円

所 在 地

栄9－17

203号

高野山537-1

5-304号

東我孫子1－9－18

1-204.2-102号

獄1好l-31-ll-30崎

嚥撫子1-31-22-101号

2-10鍔

中峠2998

‘1-301号

新木野2－3

302号

105.405.408.409号
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一

／
第
肥
回
郷
土
芸
能
祭
／

手
賀
沼
に
蕾
つ
郷
士
の
は
や
む

祭
り
の
時
に
五
穀
豊
較
、
無
病

息
災
の
願
い
を
込
め
て
上
淡
さ
れ

ば
や
し

る
民
俗
芸
能
や
お
雌
子
。

市
内
に
は
、
古
く
か
ら
伝
わ
る

民
俗
芸
能
と
日
本
古
来
の
伝
統
的

な
笛
・
太
鼓
に
よ
る
お
雌
子
が
残

さ
れ
、
昔
か
ら
、
人
々
の
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

第
肥
回
郷
土
芸
能
祭

■
Ｉ
■
。
■
Ｉ
Ⅱ
■

１
４
４

Ｅ
』

鍵轄＝電尋；”一・壱亀…"-－，､垂』‘
角

ま
し
た
。

市
内
に
残
る
民
俗
芸
能
や
お
雌

子
が
一
堂
に
会
す
る
の
が
「
郷
土

芸
能
祭
」
で
す
。

超
回
目
を
迎
え
る
今
回
は
、
笛
．

し
し
忠
い

太
鼓
に
よ
る
お
雌
子
と
獅
子
舞
を

存
続
さ
せ
て
い
る
「
あ
び
こ
ふ
る

さ
と
会
」
、
布
佐
竹
内
神
社
の
祭

礼
で
里
神
楽
や
お
雌
子
を
減
じ
て

か
い

い
る
「
ひ
ょ
っ
と
こ
陸
」
、
古
戸

地
区
に
約
２
６
０
年
前
か
ら
伝
わ

る
里
神
楽
を
伝
承
す
る
「
古
戸
は

や
し
連
中
」
の
皆
さ
ん
に
加
え
、

ひ
ょ
っ
と
こ
陸
の
指
導
を
受
け
て

い
る
布
佐
小
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ

ブ
の
児
童
た
ち
が
出
減
し
毒
日
頃

「
中
学
生
が
覚
せ
い
剤
を
使
用
」
。

つ
い
最
近
、
こ
ん
な
事
件
が
一
三

ｌ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
覚
せ
い
剤

だ
け
で
な
く
、
麻
薬
、
大
麻
、
シ

ン
ナ
ー
な
ど
の
薬
物
の
乱
用
が
、

低
年
齢
層
に
ま
で
広
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。

◆
軽
い
遊
び
気
分
は
ダ
メ

薬
物
に
手
を
出
す
き
っ
か
け
は

何
な
の
で
し
ょ
う
。
好
奇
心
、
友

人
に
誘
わ
れ
て
最
近
は
、
「
眠

気
が
さ
め
る
」
と
か
「
や
せ
る
の

に
効
く
」
と
い
っ
た
甘
い
言
葉
に

の
せ
ら
れ
て
、
軽
い
気
持
ち
で
薬

物
に
手
を
出
し
、
一
瞬
の
過
ち
か

ら
薬
物
の
と
り
こ
に
な
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
薬
物
乱
用

の
怖
さ
で
す
。

◆
体
も
心
も
む
し
ば
ま
れ
る

薬
物
を
使
っ
て
本
当
に
幸
せ
に

の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
郷
土
に
伝

わ
る
民
俗
芸
能
を
ご
家
族
皆
さ
ん

で
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
ｎ
月
鋤
日
（
日
）
午
後
０

時
訓
分
開
場
、
１
時
開
猿

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
司
会
石
川
み
ゆ
き

▼
出
演
者
・
演
目

あ
た
か
の
せ
８

＊
古
戸
は
や
し
連
中
…
安
宅
関

＊
あ
び
こ
ふ
る
さ
と
会
：
・
大
杉
雛

子
、
獅
子
舞
、
五
雛
子

＊
ひ
ょ
っ
と
こ
陸
：
江
戸
神
楽
・

て
ん
そ
ん
こ
う
り
ん

天
孫
降
臨

＊
布
佐
小
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ

に
ん
ぱ

…
仁
羽
、
投
げ
合
い

▼
入
場
料
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
云
露
）
１
１
５
１

青
少
年
の
み
な
さ
ん

薬
物
の
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う

な
っ
た
人
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。
薬
物
乱
用
の
恐
ろ

し
さ
は
、
そ
の
強
い
依
存
性
に
あ

り
ま
す
。
薬
が
効
い
て
い
る
間
だ

け
の
見
せ
か
け
の
も
の
で
、
薬
が

切
れ
る
と
食
欲
が
な
く
な
る
、
怒

り
っ
ぽ
く
な
る
、
夜
も
眠
ら
な
い

で
起
き
て
い
る
な
ど
の
症
状
が
現

れ
、
こ
の
不
快
感
を
な
く
す
た
め

：

親と子のふれあい教室

七宝焼にチャレンジ

に
、
ま
た
薬
物
に
頼
る
。
こ
の
繰

り
返
し
に
よ
り
体
も
心
も
む
し
ば

ま
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

薬
物
へ
の
誘
惑
が
あ
っ
て
も
寒

「
や
り
ま
せ
ん
、
断
る
勇
気
が
身

を
守
る
」
を
合
い
言
葉
に
勇
気

を
も
っ
て
断
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署

生
活
安
全
課
垂
（
理
０
１
１
０

七
宝
焼
は
、
あ
の
有
名
な
エ

ジ
プ
ト
王
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の

董
金
マ
ス
ク
に
使
用
さ
れ
た
、

古
代
か
ら
伝
わ
る
伝
統
工
芸
の

ひ
と
つ
で
す
。

色
彩
豊
か
な
作
品
を
親
子
で

協
力
し
て
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
哩
月
皿
日
（
且
午
前

、
時
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
定
員
親
子
和
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
黄
１
人
５
０
０
円

▼
講
師
荻
野
紀
子
（
日
本
七

宝
作
家
協
会
会
員
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
参
加
者
の
住
所
、
氏

名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
「
七

宝
焼
参
加
希
望
」
と
明
記
し
、

我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
青
少
年
係
垂
孟
）

１
１
５
１
へ

）
〃
剛
世
紀
へ
向
け
て
の
国
際
交
流
″

我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会
（
Ａ

Ｉ
Ｒ
Ａ
）
で
は
、
外
国
人
と
の
交

流
の
輪
を
広
め
る
た
め
、
「
第
６

回
あ
び
こ
国
際
交
流
ま
つ
り
」
を
、

ｎ
月
調
日
（
土
）
・
鋤
日
（
日
）
の
２

日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
〃
幻
世
紀
へ
向
け
て
の

国
際
交
流
″
を
テ
ー
マ
に
、
市
内

グ
ル
ー
プ
の
国
際
交
流
活
動
の
展

示
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
身
近
な
場

所
で
外
国
人
の
方
と
交
流
を
深
め

９
月
下
旬
に
手
爽
沼
の
遊
歩
道

を
行
く
と
、
釣
り
堀
わ
き
の
辮
に

「
１
１
１
‐
Ｉ
潮
廻

第
６
回
あ
び
こ
国
際
交
流
ま
つ
り

あ
、
」

い
○
４
、

ア
し／－● ●－、

霞 《理

Ｉ
ｉ
‐
－
‐
‐
門
４
，
１
一
別
ｒ
‘
ｂ
９
．
－

白
い
溝
楚
な
花
を
つ
け
た
シ
ロ
バ

ナ
サ
ク
ラ
タ
デ
の
群
れ
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
草
は
湿
地
に
生
え
る

多
年
草
で
、
地
下
を
は
う
長
い
茎

を
持
ち
、
所
々
か
ら
地
上
茎
を
出

し
て
群
を
つ
く
り
ま
す
。

地
上
茎
の
節
は
や
や
膨
ら
み
、

さ
や
た
く
よ
う

葉
や
鞘
状
の
托
葉
を
つ
け
て
い
ま

す
。
花
に
は
花
弁
が
な
く
、
花
の

色
は
ガ
ク
の
色
で
す
。
ガ
ク
は
深

▼あびこ国際交流まつり日程 て
み
ま
せ
ん
か
。
流
パ
ー
テ
ィ
ー
は
有
料
）

▼
日
程
左
表
参
照
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
国
際

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ
交
流
協
会
（
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
事
務
局

▼
参
加
費
無
料
（
た
だ
し
、
交
云
（
理
１
２
３
１

ｼ回バﾅｻｸﾗﾀﾃ゙

(たで科）

ノ

く
五
つ
に
裂
け
て
い
ま
す
が
、

完
全
に
は
開
か
ず
、
半
開
で
す
。

花
に
は
雌
雄
が
あ
り
、
雄
し

べ
よ
り
雌
し
べ
の
方
が
長
い
花

が
雌
花
で
、
雄
し
べ
の
方
が
長

い
花
が
雄
花
で
す
。
花
に
雌
雄

の
区
別
が
で
き
る
の
は
、
短
い

方
が
生
殖
能
力
を
失
っ
て
い
る

た
め
で
す
。
別
種
で
よ
く
似
た

も
の
に
サ
ク
ラ
タ
デ
が
あ
り
ま

す
。
サ
ク
ラ
タ
デ
は
名
が
示
す

よ
う
に
サ
ク
ラ
に
似
た
薄
い
ピ

ン
ク
の
花
で
す
。
両
者
の
違
い

は
花
の
色
ば
か
り
で
な
く
、
花

の
大
き
さ
に
も
違
い
が
あ
り
、

シ
ロ
バ
ナ
サ
ク
ラ
タ
デ
の
方
が

サ
ク
ラ
タ
デ
よ
り
小
形
の
花
で

す
。（

文
・
写
真
佐
久
間
俊
之
）

、’’
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I

ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会
・
・
・
午
前
８
時
訓
分
か
ら
午
後
７

哉
唾
隼
、
〃
》
蓉
癖
》
“
趣
梱
咋
塞
堯
緬
台
捧
挿
鐸
卦
騨
．
認
識
酢
職

獅
叫
評
棉
峨
Ｌ
循
惟
謹
撫
鰡
纈
蕊
脇
羅
鮭

伊蒋
推
進
協
議
会
が
主
催
す
る
手
賀
沼
間
を
除
く
）
＊
根
戸
・
天
王

一
品
一
一
局
》
一
》
》
》
》
一

銅／勝
″
悪
蕊
所
哩
謡
鯉
輔
）
＊
環
お
越
し
く
だ
さ
っ
た
方
、
お
‐

配
布
で
き
る
よ
う
配
布
窓
口
に

境
保
全
課
（
市
役
所
西
別
館
２
階
）
人
に
つ
き
１
部
限
り
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
②
各
配
布

幽
一
幟
》
一

劃

馴
里
》
謡
あ
ら
か
じ
め
了
承
く
だ
き
い
、

》
▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課

Ｆ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
岬
ｒ
１
１
ｌ
Ｉ
Ｉ

ｌ
一

念
（
錘
１
１
１
１
内
線
５
６
８

i”8

乏株生#籾ﾌ゙ﾀし

巳巳酔』耳】

ウ ー
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Ⅲ
月
は
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

ねんきん

コンサートW

('11月28個(金)｡市川市文化会釣
１
１

▼
日
時
ｎ
月
犯
日
（
金
）
午
後
６
所
氏
名
、
年
齢
、
職
業
電

時
鋤
分
開
場
、
７
時
開
演
話
番
号
を
明
記
し
、
ｎ
月
即
日

▼
場
所
市
川
市
文
化
会
館
（
木
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒

▼
出
演
酒
井
美
紀
ヨ
ン
サ
ー
２
６
０
干
葉
市
中
央
区
中
央
１

ト
）
、
Ｂ
・
Ｉ
・
Ｇ
（
ト
ー
ク
シ
Ｂ
Ａ
Ｙ
ｌ
Ｆ
Ｍ
「
年
金
コ
ン
サ

ョ
ー
）
、
帆
足
由
美
（
司
会
）
ｌ
卜
師
」
係

▼
定
員
７
５
０
組
１
５
０
０
人
▼
問
い
合
わ
せ
県
社
会
部
国

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
民
年
金
課
霊
０
４
３
（
２
２
３
）

▼
申
し
込
み
方
法
ハ
ガ
キ
に
住
２
３
８
９

１
１
１

内 容

講浪「自然の楽しさ足もとから世界へ」
諦師…ケビン・ショー|、（自然活動家）

展示

｢AIRAの歩み・地域の国際交流活動」
体験コーナー

(お茶、諭付け、ちぎり絵）

ふるさと国際電話（外国人の方は無料です。先蒲順）

アフリカ音楽、JAMBO〃の世界

外国人スピーチ（AIRA日本語教室生）

シンポジウム「今、求められている国際交流とは？」

司会…福永佳津子パネリスト…福鳴浩彦市長、宇田
川統太郎、林芳子、黒田純子、標和子、デーン・デケ
ﾝハーl､、逢珠、河田健司、島藤紘子

交流パーティー

参加費（高校生以上…2000円、留学生･･･1000円）

日時

11月29日(土）
14：00～15：30

11月29日(土）
13：00～17：00

30日(日）
10：00～16？00

ｎ
月
訓
日
（
日
）

10：30～16？00

13：30～14：00

14：10～14；30

14：45～16：15

17：00～19：00
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シ曰時・場所12月13日(土)午前伝日時・場所◎45団…11月29日

8時30分受付、市民体育館（土)午後2時30分から4時30分、

伝対象者3人1組で老若男女、根戸近隣センター◎76団…12月

どなたでも14日(日)午前10時から午後2時、

ｰ

や
が
ち

少参加費1チーム1000円天王台北近隣センター

シ申し込み・問い合わせハガキ囮対象平成10年4月1日現在で

|こ住所、氏名、電話番号、チーム満5歳から17歳までの女子の方

名を明記し、12月1日(月)まで|こシ問い合わせ45団北嶋云・印X所得税の言色決算雪の作成方法

湖北台5の11の14川村光広云(87）（84)4531,76団中島容(82)0617。および消費税の説明会を開催しまいしざわみきお

石澤美樹央〈ん 0492へ郵送か直接持参印X(82)9323す。
(布佐･1歳1カ月）

回国回国
し曰時12月10日(水)午後1時30

分から

国国園圓 北総各地を郷土の自然を求めな伝場所市民会館

がら、皆さんで歩いてみませんか。シ問い合わせ柏税務署個人課税け日時11月29日(土)午前10時か

’’ ら正午伝利用期間平成10年4月1日か惨会費初年度会費6800円第1部門云(46)2321内線321

腰日時平成10年1月15日(祝）

＊午前の部･午前11時から午後0

時10分（湖北台中・湖北中・布佐

中の各学校区にお住まいの方）

＊午後の部･･･午後2時30分から3

時40分（久寺家中・白山中・我孫

子中の各学校区にお住まいの方）

※受付はいずれの部も30分前から

い場所市民会館

腰該当者市内在住の昭和52年4

月2日から昭和53年4月1日まで

に生まれた方

P問い合わせ教育委員会社会教

育課盃(85)1151

園国回国
P曰時11月27日(木)午後1時30

分から

し場所市民会館

し問い合わせ柏税務署法人課税

限は12月1日(月)です。納付書は、

11月中旬に発送しますので、お早

所、氏名を明記し、12月1日(月・修日時11月27日(木)午前9時30め|こ最寄りの金融機関で納めてく

消印有効）までに我孫子1858市役分から午後3時30分（正午から午ださい。

シ曰時11月22日(土)から26日所農政課市民農園係査(85)1111内後1時までは休憩）なお、納税は口座振替をご利用

’ になると便利です。(水)午前10時から午後7時（ただ線510へ（応蟇ハガキは1世帯に少場所市役所本庁正面玄関

陽日時・場所12月7日(日)午前

9時受付、市民体育館

し種目一般男女別シングルス・

ダブルス

少参加費シングルス･･･600円、

ダブルス…1組1200円

し申し込み・問い合わせハガキ

に（ダブルスは2人の）住所、氏

名、電話番号、所属団体名、大会

名、種目を明記し、11月21日(金・

必着）までにつくし野3の5の10

3吉田常子電(82)6974へ

内線3771231へ

◎近隣センター等公共施設利用の

活動などは、優先的に場所が確保

前9時から午後7時屡日時・場所11月22日(土)午前されているものではありません。

し場所松戸市運動公園体育館g時30分から正午、つばめ共同保

り

’ 鶴
｜
’

伝日時・場所12月14日(日)午前

8時30分受付、市民体育館

し種目年齢別の男・女ダブルス

（オープン）…一般、30歳代、40

歳代、50歳以上

陽参加費1組2400円、高校生12

00円

仁申し込み・問い合わせハガキ

にランク、住所、氏名、年齢、電

話番号を明記し、12月5日（金・

必着）までに青山台Sの15の28小
’たかし

林崇史奄(84)0767へ

11
月

で石井冠・FAX（59)4650へ

蕊

：
’

惨問い合わせ山口盃(88)1418惨問い合わせ（財)野村生涯教育
センター壷03(3320)1861

P日時11月22日(土)午前10時か

ら午後2時（だだし、雨天の場合し日時11月30日(日)午前9時か

惨募集人員30人（男子も可）

し応募資格高等学校卒業もしく

は卒業見込みの方、また文部大臣

が高等学校卒業同等以上の学力を

有すると認めだ方

し願書受付12月1日(月)から平

成10年1月16日（金）

し試験日平成10年1月27日（火）

…学科試験、1月28日(水)･･･第1

次合格者発表およびト記合格者の

面接・健康診断

伝問い合わせおよび黄料請求先

500円分の切手または郵便小為替

を同封のうえ､〒286成田市飯田町

90の1成田赤十字看護専門学校入

試係公0476(22)2311内線381へ

ら正午（雨天決行）

し集合場所古利根沼中央我湖水

路広場

惨参加費無料

倖問い合わせ古利根の自然を守
守らこ

る会土子査(87)2341

は23日に順延）

し場所寿商店会内成田信用金庫

我孫子支店駐車場

彦内容縁日、住まいの相談コー

ナーほか

※車での来場はご遠慮ください

歩問い合わせ寿商店会中寺壷

(82)3421、渡辺壷(82)0810

｜

’
蕊凄日時12月3日(水)から7日

(日)午前10時から午後5時（ただ

し、3日は午前11時から、7日は

午後4時まで）

惨場所柏市中央公民館

し内容絵画、書道、工芸、盆栽、

活花・手芸、写真、詩歌

し問い合わせ鳥居狂(89)2648

蝋
少曰時12月6日(土)から9日

(火)午前10時から午後5時（ただ
し、g日は午後3時まで）

伝場所市民プラザ

し参加費無料

し問い合わせ会澤査(82)8585

昂
叱

-7ニカール大会
ガールスカウト1日体験
入団および説明会

12月1日(月)は、下水道事

業受益者負担金第3期分の納

付期限です。

忘れずに納めましょう。

下水道課(85)1111内線546

胄色艫及び消費税鰍囎

北総歩こう会会員
ﾗﾝﾃｨｱ灘舗齢

鯛前新師民農鯏用者
平成10年成人式

年末調整説明会’
1
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画･日曜当番医＝テレホンサービス

画休日叙急歯科診霞日=休日救急歯科診爵所(市民会館内)9:00~11:30
画結這相談＝社会福祉協議会10:00～14:00
－j凹配ごと相8炎＝社会福祉協湿会9:00～15:00

－地域リハビリ教室＝新木近隣センター13:30～15:00

-11自21日分税務相酸予約受付日(醗魔で8:30から）

－市戻会館・市民図蔀冨・厩の鱒物露休館
＝つつじ荘・西部掴祉センター休館

【垂11月25日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

‘蚕法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

壷.市民プラザ休館

毒税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

〃市役所閉庁(－部の施設は除く）

言巳躍当番医＝テレホンサービス

‘夛休日救急歯科診溌日=休日救急歯科診鼠所(市民会館内)9:00~11:30
画市民図書館休館(本館は除く）
〃つつじ荘・西部福祉センター休館

画休日当番医＝テレホンサービス
ご休日叙急歯科診康日=休日救急歯科診繍所(市民会館内)9:00~11:30

画市民会館・市民図書館・市民体育館休館
画つつじ荘・西部福祉センター休館

、法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
－癌の博物館休館
‐つつじ荘・西部福祉センター休館

〔萱12月4日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）
●地域リハビリ教室＝西部福祉センター10:30～12:00
〔薮水道料金口座握替日

彦帰の博物館休館

｡-人権相戯＝厚生課10:00～15:00
画~行政相談＝市民相談室10:00～12:00

〃国民年金保険料払込期限＝口座振替日

〃市役所閉庁(一部の施設は除く）

‐日曜当番医＝テレホンサービス

画休日叙急図科診康日=休日救急歯科診農所(市民会館内)9:00~11:30

第4回年代別
バドミントン連盟秋季大会

我孫子市囲碁連盟創立10周年記念
｢市長杯争奪囲碁大会」
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